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　In　cen ［rai　TaiLvan，　Chinese　crude 　drug」’Weilingxiaバ （威 霊 llill　with 　big　roots ，’．e．，　m 〔｝rc　than

5mm 　in　dianコeter，　is　available ，」LWcilingxia
バ derived　from 山 c　undtirground 　poFtion　o 「Cle〃 1−

cliis ピ乃’〃 e〃∫’．v （）sBEcK 　 or 　Rallunculaccae
，
　 which 　has　many 　fibrous　 roots ，　 is　 used 　 comnlonly 　in

this　 cou 爪 ry ．　 The 　sma 日 roots　and 　laleral　roots 　iil　the　crude 　drug　havc　some 　similarities　funda−

Illelually 　t（， 乳he　root 　of 　C1（
・
’〃‘”ム

．
　speeies 　having ｛lb「o しls　roots 、　Therefore，乳o 匸 1anlン the 　botanical

し｝rigin 　of 　this　crude 　drug，　the　comparativc 　anatornica ］study 　was 　n ユade 　on 　lhe　crude 　drug　and

〔｝nthe 　 roots 　 o 「 C／elnatis 　 1〃 1（
・ittct’a 　CHAMp ．，　 C．‘’ノsc〃 nitri／t♪iicl　 HAYATA ，　 C ．’ashir θi　 MAx 【M ，，　 and

C ．tes‘・ノltt〃 cltttiia〃‘〜 DC ，　and
’
〔hose　species 　have　the　similar 　roots 　to　the 　crude 　drug　irl　shape ．

　The 　result 　shows 　that　the　botanica［　origin　of
“Weilingxiaバ from　central　Taiwan 　is　C．砌 （

・
加 ζ蹠

　Moreover ，
’“Weilingxiaバ from　 Fuchien （福建） of 　contine 匸lta ［China 　 is　 quite　 similar　to 山e

undergrourld 　portions　of　these　species ，　in　shape ，　This　crude 　drug　Proved　to　be　the　underground

portion　of 　Ctematis　a ’∫o 〃 iitrtf・lia　anatomicalLy ・

　Keywords 　 Wei ［ingxian； C1e〃泌 5 ‘‘〃cノ’〜a ’α ； C ’e’η08 ’∫ alsom ”rヴb”α ； root ； Ranunculaceae ；

origin ；anatomical 　study ；chinese 　crude 　drug

　台湾産 「威 霊 仙 」 の 主 た る 基源植物 は ，キ ン ポ ウ ゲ 科 の Cleinaris‘痂 π 6π5’50SBECK で あ るが
3），台湾中部 で 入 手

し 得 た 商品は ，一
株か ら出 る根 の 本数が 少 く，根 の 径が 太 い もの で あ っ た．ま た 入 手 し 得 た 福建 省産 の 威霊 仙 も同様

の 形 態 で あ っ た ．これ ら の 恨 の 内部形態は ひ げ根状 の 根を有す る Ciemaiis 属植物 とは か な り異 っ て い る が ， 根の 細

い 部位で は 類似 して お り，こ れらの 市場 品 も Clematis 属植物基源 の もの と思 わ れ た．『中葯志』
4》

に よ れ ば，福建，

四 川，貴州お よ び浙江 の 各省か らは C ．uncinata 　CHAMP ．を基源とす る威霊仙が 1丘！荷され る と されて お り，入 手 し

た ｝1掃 1，の 外形は C ，uncinata の 地
一
卜部 の 形状に 類似 し て い た．そ こ で こ れ ら の 基源を 明 らか に す る 目的 で，中国南部

お よ び 台湾に 分布す る Ctetnatis属植物 の 中で ， 地 下部 の 形状 が 商品 と類 似 す る C ．uncinata ，　 C 　．　atsomitrlfo 　iia　HA ・

YATA ，　 C ，teschenaultiana　DC ．お よ び C ．tashiroi　MAXIM ．の 根を比較組織学的に 検討 した．

実　験　の 　部

　材　料
5）

　Cle’na 〃s ’〃κ
’iilcit‘’ CHAMP ．： 台北県観竒山 ， 1976年 8 丿1，（76026，76027）．南投 県埔 里，1976年 8 月 ， （76053 ，

76055，　76058）．　IE蓮り渓南 ［⊥瑳董，　1976flら8 月，　（76141）．　｝紅投嬰訣梅tieS，　1977兮… 1 丿i，　（77033 ，　77044，　77046，　77051）．

　C ！enratis 　ttls・ 〃 1’r断 ・1’召 HAYATA ： V・ii縄県首里 ，1975年 8几 （6628）．
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                    f:'tg. 1. The Root  of CtentatiE uneinata  CHAMp.

A]  A  sketch  of  the  underground  portion. B: Diagram illustrations of  the  transverse  sectiops  (the pa-
renthesized  numeral  shows  the distance by mm  from the preximal end.  rol:  lateral root),  C: Isolated

elements  (1-4, sclereids  in the phloem;  5, tracheid;  6,7. pitted vessels; 8, wood  fiber), D:  De{ailed

drawings  of  the  transverse  sections(;,  outer  part of  the root  in standard  structure;  2, outer  part of  the

young  root;  3, endodermis  and  its surroundings;  4, phloern and  xylem;  5, central part).
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　 （／‘
，tttt’ti・、　ttl・vhis 「li　MAxlM ．；　］

’
？・ll丿乏11，1，｝尖！JU，　IY76fl　81】，　（76075），　「lil，　】977：1

’
1 丿1，　（7フ030，　77032）．　b了露LllFU何f

111，　1976fl　8　）i，　（76119 ，　76123 ）．

　 （tc・Mtlti ．s 　ie．t（ノlc・tltlll〃it〃 ia 　I）C ．：　1F−i｛・
F

乏ll∴t；1］1巨負
111

師 1
’
ソ1
「
ξ，　】977ti 　l　J］，　〔77057 ）．

　 ピ辞弯II ，1
’
1｛；r辛　「尨気 1，｛↑［［1

．
：　臣∫扞乏［∫1裂ITh甲．，　11］　ly聞　t’1・躯り∫1丿［

1∫カ・ド♪ a ）入．∫
．
1
［il，　f976イr　8 月，

　福建 省1／1 ：威霊「ill亅： 香滬，永大行か らの 入 r・品，1977年 8 月，

　Ctentatis　 uncinata 　 CHAMP ．（Fig．　D

　植物学 的特徴 ： イ・種は （
’
te’llati，S 属 の Flam ’nula 節，　 R 〔

’
｛
’
tae 亜 節，　 Unciitatae列に 分類 され て い る

fi／．常緑 の 蔓件

榊物 て ，』瀬 は 木 質 化 し て 堅 く，よ く成 長 した もの て は 10m を 超 え る，葉は 3 回 3 出 複葉 て ，小 葉は 1；i卵 形
一・』」乏「

ll

形・3脈 ｛1．ゴな円 脚 ．小葉柄に 関節 の あ る こ とが 本列 の 植物の 特微で ，乾燥す る と小葉は 容易に その 部位 て 離脱 す る．

茎 の 太 さ は 墓部て 儖 le・一一13mm と な り，根 茎 部 で は 径 15mm に 達す る もの もあ る．

　地下部 の 形状 （Fjg．1−A ）： 根茎は 塊状あ る い は 株の 大型 の もの で は 茎 の 基部が倒伏 して 節か ら発根 し ， 長 い 恨茎 部

を 形成 す る こ とが あ る．塊状 の 根茎 で は径 3cm を 超 え る もの もあ る，根は一般に は 1節 か ら 20−−30木が！l：じ， 1

｛．11で は 100 本を 超 え る もの もあ る，根 の 出方 は Ciemaris ‘
’
ノtinensis や C ．　terntvrora の よ うに 密 で は な い ．根 は 円｛1］

形 で ，細 い も の か ら太 い もの ま て 認め ら れ，径 2・．−6mm 程度 の もの が 多 く，太い もの て は径 13mm に 達す る．長

さは 通常 Im を超 え る ．生恨は や や 柔軟 で ，乾燥す る と か た くな る ．外而の 色は 黒 か っ 色〜黒紫色，破折 ［面は 本質

で 多孔質，木質部 は 淡黄色を 呈 し，皮層部は 黒か っ 色 を皐 す る．臭味は ほ とん どない が，乾燥 した もの で は か すか に

オ ミ ナ 」・シ 科植物 の 根 に 類 した臭気を有す る ．

　 根 の 内 部 構造 （Fig．1−B 〜D ）： 最外層 は 若い 根や 側恨で は 径 30〜60μm の 類円形 の 表皮 細 胞 か ら な るが，経 年 す る

に 従い 享（皮は 斜離 し，接線方向に 長 い 径 100−− 350μm の 外皮細 胞 が 最外層 とな り 1 さ ら に 経年 し た 根て
1
は 最外層 は

皮屠 の 柔細胞，あ るい は 部 分 的 に 内 皮 や二 次 皮層 が最 外 剖1と な る （D ，B2）．外 皮 や 皮 層 の 柔細 胞 が 最外層 とな る場 合

に は ，外 部 の 細 胞は i酬   2 へ7 個の 娘細胞 を形成 L ，細胞壁は コ ル ク f匕す る （D ）1 皮1ざllは 6〜16層 の 柔細 胞か ら な り，

紐11抱1よ接線 ノノ1〔，］に 長 く，　仔 IOO　300μ n1．太い 恨 て は 娘細揖111を 倉
．
ナる ．二 とか 劣い ．　11・1皮は 1ヨ月り、1 うて ，通常 70 　呂O

．潮胞か 劇 llに 西ll列 L、内 庄細胞は 2　 8
「
臼胡の 娘細胞 を 1∫す る、通過網胞を 除い て は ．一次 細胞壁は 4≧l！・に．コ ノけ 1［1十 る，

内 し ょ うは 1　 2層 の 籍 ［礁・1か ら な る ，11111部 の 周辺部｝．二 1戯紺群 が 芳 く認 め られ，群の 大 きな もの 刪 よ数 10個 の ξ塀 llか・

帯
’ll：と ∴⊂

4
／）　 t 階 浄 1｝：に や や 埠則酌 に 配 置 す る （B1．3）．ま た 繊維群中 に は やや 不 定形の 厚膜継 胞 〔Cl，，）が 混在 し て い る，

師部中に ほ ま ｝
「
しに 夛肖 虫あ る い は 1　 3 個 の 繊維 が 集束 し て 認 め ら れ る が， 一

般 に 的の 部位に 冒、られ る讖 維 に 上ト．して 柵

胞 壁 が 1轡い ，師 部 放射組織 中に 多 く ti）徹維群か 認め られ ，ま た L は しば 内 し ょ う中に 厚膜 1粗 胞か 認め r丿 れ る．繊 維 は

径 25 ・40　t．tm ，長 さ 200−一一650　xtm で ，300、500μ m 程度 の もの か 多い ．木部は 放射状 に よ く驚淫 し，柔細胞 か ら な

る幅広 い 放射組織 が 認め られ る （BI，2）．木質剖1は 単せ ん孔 の k
・
縁孔紋道管 （C6，7），　 ft（

’
道管 （C ，），わ ず か に イく化す る木

部柔細胞，木部繊 維 （CB）な どか らな る．木部の 中央部 （Ds） は 主 と し て 代用 繊 維 と木部柔細 胞か ら な り，道管や 仮

道管 は 少な い ．道管の 径は 大型 の もの て は 250μm に 達し，長 さ 200〜450μm ．仮道管は 径 20〜30 μm ，長 さは 道管

と同様．木部繊維 は 根 の 根茎か ら遠 い 部位 ほ ど代用繊維の 占め る 割合が 多くな る．木部繊維 の 径 35〜45 μIn ，長 さ

500〜700μm ．木部 の 形状は 根 の 先端部や 側根 の 細い 部位 で は レ ン ズ 型や ア レ イ 型 （B4）を呈 し，ヒ ゲ 根状を呈す る 同

属椹物の 根に 類似す る，で ん ぷ ん 粒 は 皮層，内 し ょ う，師部放射組織，木部柔細胞，代用 繊維中な どに 含有 され，皮

層 の 中央部付近 の もの が 最 も大 型 で ，単 粒 で 径 30μm に 達 し，複粒 で は 径 10〜35 μm で あ る ．で ん ぷ ん 粒 の 分布

や大 き さに は 変 異 か 多い が ，

一・
般 に 内皮 や 外皮 に 近 い 部位や iい心柱内 で は 小型 の も み が 多 く，

’
　

』
　

「一1一凵』』
．＿・探

位 で は 含有量 が少い ．

　 〔7tematisαtsomitri ’0’‘α HAYATA

　植物学的特徴 ： 本種 は C ．　uncinata と 同 じ列に 分類 され て い る 5，，　 C．　uncinata に 類似す る が，閉果が 有毛，葉 は 二

回 羽状複葉 とな り，小葉は 5 脈性 で 心脚とな る 点な どで 異な る ，

　地下部の形状 ： C ．Ulrc’itlfltaに 酷似 し，区別 し得ない ．

　根 の 内 部構造 （Fig．2−J）： C．tt〃 cinata に 煩似す るが ，11J．トの 特徴を 肓す る．裘 皮 細胞は 径 40 ・・5S　tlm．皮 層の 柔細

胞 は 径 150・350 μm て ，通 常 2　 5 個 の 娘細胸 を 角す る，師 部 繊維 は 出 現率 が 低 く， 長 さは 2SO ・750 ！IM て ，500
・．・　（，OO　rtm ・ハ もの が 多し

・，道管は 得 50 ・・240　r・m ．仮道管は 径 20−−30！・m ．軒 徽 維 は fT， 20− 40！・m ，木部の ・i映 liil
は 主 と し て 仮道管あ る い は 径 40〜100μ m の 道 餐『

’
か ら な り，繊 維 は少い ．で ん ぶ ん 粒は C ・tUt（’〜’ltltCt の もの に 比 し て

小型 で あ り，単粒て径 10〜17μm
， 複粒て 径 10〜20 μm ．

（344）
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　　　 Fig．2． “Weilingxian”仕oln　Fu −chien 　and 　the　Root　 oF α θ’na ”s　a ’∫o 祕 厂ヴb”α HAYA τA

A −1，K ，L ：
‘LWei

【ingxian”肋 m 　Fu−chien ．　A ：Sketches　of　the　crude 　drugs．　B−D ： Diagram 　illustrations　of

the　 transverse 　 sections ．　 E ： Detailed　drawings　of 　the　transverse 　sections 　of 　the　outer 　part　of 　the　young

root （1）alld　the　matured 　root 　in　standard 　structure （2）．　F ：Endodermis 　and 　its　surroundings ．　G ：Phloem

fiber．　 H ： Cambium 　and 　its　surroundings ，1： Transverse　section 　o 『thc　young 　slender 　root ．し：Central

pGr：k》rl．　Kl 章30i‘賃ed 　eie∫n劔 二tお （！，、マood 　fiber；　2，　pkted　vesset ；　3，4，
　tracheids ；　5−・7，　scler ¢ids　in　the

phloem ）．　J ：Adiagram 　illustration　of 　thc　transverse　section　of 　the　root 　of α θ’砌 tis　atsei 煎 rの1’a 　from
Okinawa ．

　Clemα tis　tashiroi　MAXIM 。（Fig．3）

　植物学的特徴 ： 本種 は ノ＞tn
『
a し
，eliopsis 節 に 分類 され る大 型の 蔓性植物て あ る

6，，　　　　　　　 ，

　地下部の 形状 （Fig、3・A）： 恨は 円柱形
』
で
’
，径は 太 い もの で llmm ，長 さ は 1m 以 ．L． 1 株か ら 数衣　10数 本の 根

が 出 る、生根は 柔軌 （乾燥 す る と破折 しやす くな る．外面平滑，色は か っ 色
・．．

黄か
・・
：　CIL，破折彌は他の 「ゴ嘱 植物に 比

して で ん ぶ ん 質で ， 粉 白 色を ；甲：す
’
．

　根 の 内部 搆造 （Fjg，3・B 〜D ）： 横 切面 （B）は 類 1．’j形．最外層は 径 30〜60μm 　 a）類「
【

」形 の 表皮細胞 か らな る （DI）．

外皮は 径 40〜100μm の 細胞 か らts　D，他種に 比 して 二 次壁 の 肥厚 が 顕著で あ る．皮層は 14〜23 層 の 柔細胞か ら な

り，柔細胞 は 類円形 ま た は 接線方向に 長い 長円形 で ，径 70〜350μm ，大型の 細胞 は通常 2〜4個の 娘細胞 を有す る．
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A] A  sketcb  of  the underground  portion,  B: Diagram  illustrations of  the  roots  (the parenthesized
Tiumeral  shews  the distance from the pr'oximal end  by mm.  ro[:  lateral rooO,  C: lsolated elements  (1.
ideob[ast; 2,3, sclerejds  in the phloem;  4.6, wood  fibers; 5, weod  parenchyma  cell; 7-9, tracheids;  10,

pitted vessel).  D:  Detailed drawings of  the transverse sections  of  the  standard  root  (1,outer part; 2,

ph]oem  and  its surroundings).
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A:  A  sketch  of  the underground  portion. B: Isolated elements  (1, tracheid;  2, pitted vessel; 3-5,
sclereids  in the  phloem;  6.7, weod  fibers). C: Diagram  illustrations of  the  tranverse  sections  (the
parenthesized numeral  shows  the distance from the proximal end  by mm.  rol: lateral root).  D:

Detajled  drawings of the transyerse sections  of  the root  in standard  structure  (1, outer  part; 2,

phloem  and  xylem;  3, inner part of xylem),
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皮層 II1 に は 降し く厚1漠 1、 化 す る IU「彡細胞 が
’
翅女、．いノ

） ら、h ，火 きさは 皮1・胆 ）内 炉ノ几 の ほ ど 丿く型 島 角檎 1す る と径 40

〜950・t．・m （B ，C1．D ），　 rノヨ頗 1りD 、t　b ・
（
・，通、・iり 00以 L・酬 泡が 1鞦 に 西例 L− fll「，i・ ’

・ の 1’骸 即 垉は C ・tt’1‘’i”c’t‘’　 ”・1’

C ．tel” itYlθ ra7 ）
の プくい 根 な どの もの に 比 し て 接線方向 ヘ ツ 〕filil−UJ：少 く，娘 細 胞 も Z 〜 31［琳

llF

度 で あ る （D2）．1｝11商1に 外

接 して 躑 胼 が 認 r 、られ （D 、），繍 1隙 径 20〜40μmJ ． き 600〜900pm （C ・）・1醐 倣 射轟 産中 に も・1・型 の 〜W 尉li胞

が 、i忍め ら れ る （B 、）．木 1滸1は 棚 枋 向 ｝・ よ く ye・）、ltし，姻 11胞か 敬 る 幅 r！9い 棚 ・闇 聯 ・認め らオ・ る （B・）・木質灘 1
』

と し
・．
（有縁孔紋道管 （Clo）お よ び 木部繊糸ll、（C4，5）か らな り，仮道管 （CT，B。9）は 少量 て あ る ・道 管 は 径 50 「230　lmM・

長 さ 300〜600 μm 、仮 道 管 は 径 20〜30μm ，長 さは 道管とli1J様．木部繊維 は 恨の 恨某か ら離れ た 部 位 ほ ど代 ltl繊 繍．

が多く勧 ，径 25〜40・t・m ，　 i｛さ　300・一一900μm ．木部 ・）Ji ・央 蹴 三liと し て 道管か らな る ・皮層中 収 ん ぶ ん粗 騨 宰詮

で は Zt．・I　O−一・2e・Ptm，複粒 て は 径 10〜38 μm ．代用繍 li…il ・a）・（）の 騨 粒が 主 て ，’亅・型 て 径 2、「3傾

　 Ctem α tis　 leschenaulti α na 　DC ．（Fig．4）

　植物学的特徴 ： 本種 は Viorna 節，　Connatae 亜節，　 COJtna’ae 列に 分類 さ れ る
fi｝大 型 の 蔓性植物．

　地 下 部 の 形 状 （Fig，4−A ）： 1株か ら出 る根 は 3 〜6 本程度．根は 円往形 で や や 蛇行 し，径 5〜9　mm ， 長 さ 1m 以

上 ， しぼ し ぼ分枝す る．質は 乾燥 した もの で もや や 柔軟，外 面 は 粗 雑 で 灰 か っ 色 を呈 す る．

　根の 内部構造 （Fig．4−B〜D ）： 横 valrti（C ）は 類円形．最外層 は 径 Imm 程度 の 側根 （C3）で は 麦皮 お よ び 皮層を残す

が，そ れ よ り太 い 根 で は 一次 皮層が 繍 1し て 二 次1嬾 の 漁 1鞄 か ら 層 （C ・，z）・まれ1こ 1破 を 残存 し （D ・）・また Ml；

分的 に 2 〜5 層 の コ ル ク 層が 認 め られ，径 20〜70 μm の 細胞か らな る 癒傷 ・7 ル ク が 発達す る 部位もあ る・ ざ らに 経

年す る と，二 次 皮 層中に コ ル ク 形成層 が ノt工 ，そ の 部位て外層が離脱す る こ とを く り返す．師部 繊維群は 階段状ヒこ発

達 し （C ，），厚1嫻 胞観 じ，聯 ｛壼（B 、）は 径 20〜50 μm ，長 き 400−・・800”m ，厚攤 ［1胞 （B ・，・）は 径 20−−50 ／∠m ，長

さ 150〜200μ m ，木部は 放射方向に よ く発達し，放 射組 織 は幅広 く，す べ て やや 厚膜 し，木化す る 細 胞 か ら な り

（C1，，，、D 、，、），厚膜 の 醸 は 根茎に 近 い 部位 て 厚 く，雌 か 囃 れ る 縦 い 灘   る・木部の 通欄 織 1注 と して 単

せ ん 孔 の 有縁孔紋道管 （B2）か らな り，仮道管 （B 、）は 量 的 に 少 い ．道管1ま径 100〜180μm ，仮道管は 径 20〜30 μm ，

長 さは と もに 2・・一一．・450・，・m ．列・総 綱 B ・，7）は 根裟に 近 い 灘 ・．・Vaく轟19め ct
・21，・径 2°…35 ！

tm
・ 長 さ 300 −．・700　ttm ・

根 茎 か ら鰡 、る に 従い 木部柔細胞 が 多く嶋 ．：畑 1の ・回 1胆 佃 総 あ る い ；羅 100’・mS
’
／
．
ドの 道管か ら 〜・ る・’C’ん

ぶ ん 粒 は 形成層 の 内側に 多 く認 め られ，木 部放 射組 織 中 の 4． の は 単粒 （は 径 10− 15　Ftni，複粒 ¢）大型 の L の t は Tl’：

23μm 程度 で あ る．代用 繊維 や 木部柔細胞中 の もの は 1ぞ s−・・10 μm ・

　 台湾中部産 「威霊仙」

　形 状 lC ．uncinata あ る い は C ．α’∫o 〃 厂lf剛o磁 の 地下 部に 類 似す る，根 は 径 2−一・8mm ，長 さ 7〜60　cm ，大型の 根

茎か ら 20．−50本出 る．ま 樋 常径 3〜10mm ，長 さ 3 ・20 ・ m の 茎 を つ ltる．根の 色は 外面tipt黒色〜茶か っ Ctl，

破折面は 木質部 が 淡黄 色 で 皮層部は 黒か っ 色を 呈す．か すか に 油様の 臭気 が あ り，ほ ぼ 無味，

　 根 の 内部構造 ： C ．uncinata と完全に 合致す る ．

　 福建省産 「威霊仙」

　形状 （Fig．2−A ）： 商品 は c ．ttncinata あ るい は c ．　a1SOtnitrifotia の 地下部 に 類 似 す る．大型の 根茎 を縦割 し た もの

で ，それぞれ の 根茎 は 1〜7 本 の 根を有す る，根茎部は 径 2〜4cm ，根 は 径 1〜7mm ，長 さ 5〜17cm で や や 蛇行

す る．根の 外面は 黒か っ 色あ る い は茶 か っ 色 を 呈 し，太 い 根 で は 浅い 縦溝が認め られ る．質は 堅 く，破折面は木質部

が淡黄色，皮層部は 黒か っ 色 を 呈 す．臭味 は ほ とん どな い ．

　根の 内部溝造 （Fig．2−B 〜1，　K 〜L ）： C ．a’somitrtfolia に 比 べ ，帥部繊維 の 出現率がや や 低 い こ と （B 〜D ）・太 い 根

で は まれ に 皮層部が 剥離して 最外層が 3〜 5 層 の コ ル ク 層 か らな る もの が 認め られ る 点な どで や や異 な るが ， そ の 他

の 内
．
部構造 は c．atsonlitnfotia に 合致する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結論および考察

　1． 台湾 中 部 で 産 出，使用 され て い る 「威霊 仙 」 は，台 湾 て
一

般 に 使用 されて い る キ ン ポ ウ ゲ科 の Cletnatis

chiitensis 　OSBECK3 ｝
の 地下部 に 比 し て 大型て ，根 の 径 が そ れ よ り もは るか に 太 く， か つ 1 株か ら 出 る 衣数が 少 い も

の で あ っ た．比較組織学的に 検討 し た 結果，本 品 は C ．uncittata 　CHAMP ．の 地下部 で あ る こ とを 確証 した．

　2． 比較剖見 した Cieinatis属植物 4 種 の 根の 内部形態的特微 を TABLE　I に 示 す．・t．　iL　6 の 植物は す て1に 報告 し

た，根が ヒ ゲ 根状 を 呈す る Ctelnatis属植物
T・3，7・S，

の 根 とは 恨の 太 さや 木部の 形状 な どて か な り形態を異 に す る もの

で あ り，内部形態的に は 皮層中 の 厚膜細｝垉や木部構成要素 の 形態 な どが 種 を 区別す る 主 た る 特徴 とな っ て い る．

　3．　今回入 手 し得た福建省産 「威霊仙」 の 根 の 内 部形 態 は ，師 部繊維 の 出現率 が わず か に 低 い 点を 除 い て ，
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TABI」、1．　 Anctkomical　Charucteristics　of　the　RooLs　o「「（川 r　Cle〃拊 ’1∫ Spccics　from　Taiwan 　and 　South 、

￥cst

　　　　 亅、、pa・ i・i・・he　T ・ll・・sve ・・e　S・clb ・・ al ・ Di・tan ・c ・f　50　mm 「・・ m ・b・ P… im・I
　
End

Color　of ヒhe　sur 「ace

Diamcter　of　the 　rool （mm ）

Diameter　of 　the　epidet
’
mal 　ccll 〔mn1 ｝

Outer　layer

Primary　CQrtex

　Number 　or 　ce田 ayers

　Diameter　of　parenchyma 　cel ［（／tm ）

　 Ideoblast

Number 　of 　endoderma ［cell

Xylem 　ray

Vessei

　Diameter （μm ）

　Length （μ m ）

C ．，，ncina ’α 　　C ．　a’SOtrl〃厂ケ｝♪1’a

dark　brown　to　 dark　brown 　to

purple　black　　　　purple　black

　　 2−13　　　　　　　　　2−10

　　30−60　　　　　　　　　　　40−55

ep ，　cx ，〔pcx）　　　 ep ，　ex ，（pcx）

　 6−16100
−300

10−14150
−350

　 C．tashiroi

　 brown 　to

yellowish　brown

　 　 2−11

　 　 30−60

　 　 　ep

C ．teschenaultiana

grayish　brown

　 5−9

（decayed）
en ，　scx

14−2370
−350

　 十

（decayed》

bellow　100

　 　 P

bellow　100

　 　 P

over 　200

　 P

（decayed）
　 　 SC

50−250200
−450

50−240200
−450

50−230300
−600

100−・180200
−450

Main 　elements 　at　the　centcr 　of 　xy ］em 　　 sf ＆ wp t ＆ vp vp t ＆ vp

Starch　grain

　Simple （μm ）

　Complex （t−tm ）

up 　to　30

up 　to　35

up 　to　17up
　to　20

up 　to　20up
　to　38

uptoI5

叩 to　23

Abbrev ｛ゴtio重鳫
．
ill
一
正e 〒≡詬1c： cx ，　cortcx ；en ，　endodermis ：ex ，　cxodermis ； p，　parenchyma ；sc，　sclerenchyma ；scx

，

secolldary 　cort ¢ xlt ，　tracheid」 vp ，　piUed 　vessel ：sf，　substitute 　fiber；pcx・prirnary　co 「tex・

α 9’ηα隔 濡 o 席 ’r｛創 ’α に 極 め て よ く似た 4、 の で あ っ た ，李 ら
o ’

に よ る と，福建省産 「威霊仙」の 基源 植 物 は Clematis

chiitensisL　C ・u ’lcinata ，　C ．fi
’
itetiaira　 LEVL ．　ct　VANT ・，　C ．meyeniana 　WALP 、な どて あ る と され て い る．こ の 中 で 地

上部 お よび地 下 部 の 形 状か C ．α ’” ’〃 顔 力”α に 類似す る もの は C 、‘uncinara で あ る が，こ の もの とは 木部 の 中央 部 に

道管 お よび 仮道管が 多い こ と，師 部繊維 の 出 現度が 低 い こ と．て んt，；：ん 粒が や や 小型 で あ る 二 とな どを総 合的 に 判断

す る こ とで 区 別 され た．こ れ らの 点を考
’
慮す る と，今 回 入 f’し 得 た 福建 省産 「威霊仙 」 は C．alsomitrtfolia よ りもさ

ら に 師部繊維の 出現度が 低 い もの で あ ワ， 他 の 特微は すべ て
一致す る こ とか ら，本品 は C ．alsomitnTolia を基源 とす

る もの と判断 し ，繊維 の 出現率 の 相 違 は 比較材
．
料が沖縄県産 で あ る こ とを考 え る と， 地方変異に よ る もの と考 え る の

が適切で あ ろ う。また，C ．　finetianaと C ．lneyeniana は ともに Flammula 節，　Reetae 亜 節 ，　Meyenianae 列に 分類

され る もの で
6），本系の 植物 の 根は 李 ら

9＞ が報告 し て い る よ うに
一

次皮層中に 機械組織 が 発達す る とい う特徴が あ

り
10），C ，uncinata や C ．　alSOinitrtfotia な ど とは 明確 に 区 別 さ れ る もの で ，根の 外形 もや や 蛇行 U ，しば しば分枝す

るなどの 点 で 異 っ て い る．

　4． 今回 ， 台湾産 「威霊 仙」 の 1種 と し て 根 が 太 い Cietnatis属植物基源の もの が流通 し て い る こ とを 確認 したが 、

こ の こ とは根 が 細 くて ヒ ゲ 根状 を呈す る C ．ehinensis の 代用 と考える よ りは ， む し ろ福建省で は か な り古い 時代か ら

C ，alsonzitnTolia を 始め とする根の 太い Cletnatis属植物が威霊仙 として 使用 さ れ て い て ，

．当地の 人 々 が 台湾へ 移住

した際に その 知識を継承 した と考え る方が適切で あ ろ う，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ

　謝　辞 ： 比較植物の 同定をされた 神戸大学理学部の 田村道夫博士，ならび に 材料蒐集に 御協力くだ され た 中国 医薬

学院の 甘偉松教授 に 深謝す る．　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 ．　　　　　　 ．

　Alist 　 of　abbreviations ； cx ．　cortex ； en ，　endodermis 　 or 　endodermal 　 cell； ep
，　epidermal 　 cell； ex ，

exodermal 　cell ； f，　fiber； 『b，　fiber　bundle； id，　ideoblast； mr
，　meduHary 　ray ； p，　parenchyma 　cel1； ph，

phloem ； s，　sieb 　 tubc ； sf
，
　substitute 飾 er ； sta

，
　starch 　grain； t，　tracheid； vp

，　pitted　vessel ； wf ，　wood

fiber； wp
，
　wood 　parenchyma 　cell； xy

，
　xylem ．
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